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１． 事業者名 原田建設株式会社

２． 代表者氏名 原田　精治

３． 所在地 本社：　静岡県伊豆市持越698
市山資材置場：　静岡県伊豆市市山787-1

４． 事業活動 建設業（土木、とび・土工、舗装工事業）

５． 従業員数 19名

６． 環境管理責任者　 原田　精治
連絡担当者 鈴木　仁美

７． 連絡先 TEL　（0558）-85-0331 FAX　（0558）-85-0319
E－ｍａｉｌ：　haraken-amg@vcs.wbs.ne.jp

８． 建設業許可
建設業
静岡県知事許可　（特ー０４）　第３５０４号
許可業種：土木工事業、とび・土工工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業、しゅんせつ工事業、造園工事業、

 水道施設工事業、解体工事業
許可年月日：2022年10月30日 有効期限：2027年9月30日

産業廃棄物収集・運搬 ※自社運搬のみ

９． 事業の規模
① 設立（現在地）
② 事業規模

単位 2019年 2020年 2021年

百万円 401 443 421

人 14 18 19

ｍ2 95 95 95

ｍ2 232 232 232

ｍ2 10412 10412 10412

１０． 事業年度　　
１１月１日～翌年１０月３１日

１１． レポートの運用期間及び発行日

１２ 認証・登録の対象範囲

対象組織：全社（工事部、総務部）
活　　　動：建設業（土木、とび・土工、舗装工事業）

倉庫床面積

資機材置場

環境経営レポート運用期間（2021年11月1日～2022年10月31日）

Ⅰ　組織の概要

環境経営レポート発行日（2023年4月15日）

1959年11月

売上高

従業員

活動規模

事務所床面積

工事部/現場部門 総務部/事務部門 

 原田建設  
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＜環境管理組織における機能＞
経営責任者

① 環境経営全般に対しての責任と権限
② 環境経営方針の作成と社員への周知
③ 実施体制の構築
④ 全体の評価と見直し
⑤ 経営における課題とチャンスを明確にする

環境管理責任者
① 環境経営活動の推進
② 環境経営目標及び環境経営計画の作成
③ 環境経営推進会議の実施
④ 経営者への進捗報告

EA-21活動事務局
① 各部門のデータのまとめ
② 環境経営計画の予実績管理
③ 環境負荷・環境への取組みの自己チェックの実施
④ 環境管理責任者補佐
⑤ 環境関連法規等最新版管理
⑦ 文書類の作成・管理

各部門長
① 環境経営計画の実施
② 月別部門データの集計・報告
③ 問題点の把握と是正の実施
④ 推進会議の出席
⑤ 従業員教育

その他の従業員
① 自分の役割を守り、エコアクション21の活動を推進する

（エコリーダー）
現場部門

EA-21活動事務局

鈴木　仁美

原田　ゆかり

（エコリーダー）

原田　精治

（代表取締役社長）

原田　精治

環境管理責任者

服部　保江

事務部門

Ⅱ　実施体制

作成者：鈴木仁美
作成日：2021年11月1日

対象範囲：全組織、全活動

経営責任者
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《環境理念》

《環境方針》
１．

　

① CO2削減の為の省エネ活動に取り組みます。

② 廃棄物の削減活動と再資源化推進の活動に取り組みます。

③ 水資源を有効活用し、節水に努めます。

④ 再生材の調達活動に取り組みます。

⑤ 建設工事は環境に配慮した工事を実施いたします。

⑥ 建設リサイクル法による適正処理をいたします。

3． 環境に関する法規制を遵守致します。

4．

5．

6．

制定年月日 2021年11月1日

原田建設株式会社

代表取締役 原田　精治　

令和4年8月29日のSDGｓ宣言にて掲げた諸活動を通じ、全社員をあげて
ＳＤＧｓの達成に取り組んでまいります。

環境経営を推進します。
ICT化による設計、工事の効率的運用を図ることにより、請負建設工事の増加
を図ることなど、環境経営を推進します。

Ⅲ　環境経営方針

事業活動が与える環境への負荷を可能な限り低減するため、次の事項に取り
組みます。

環境に配慮した活動の目標を設定し、環境経営目標の達成状況及び活動経営
計画の実施状況を定期的に確認・評価し、環境経営のシステムを継続的に改
善致します。

２．

全社員が環境経営方針を理解し、それを周知徹底すると共に、この方針を掲示
し社員教育を計画的に実施し、環境問題への意識向上を図ります。
また、社外に環境経営レポートを公開し、利害関係者のみならず社会とのより
良いコミニュケーションを図って行きます。

当社は、建設工事の事業活動を通じて、豊かで美しい郷土の自然と地域環境を守
るとともに、地域温暖化の解決を図るために行うすべての活動をよく理解し、それら
の活動への支援助力を積極的に行うとともに、自らも環境に配慮した事業を積極的
に取り組む企業を目指します。

 ３



テーマ 取り組み内容

働く人の健康に最大限配慮し、心も体も活力
ある元気な会社

個々の健康状態や体力、体格差などに配慮した作業を割りあてる
健康診断結果に基づいた健康指導を行い、健康経営を推進する

技術力や職業的スキルの向上を図り、一人
一人の「できる」が増える
教育機会を平等に与えられ、生き生きと自己
実現が可能な職場

外部の教育訓練を積極的に活用し、個人の職能をレベルアップする
各自のマルチタスク化を図り、各々が仕事に誇りを持ち、自己実現が可能な職場
を目指す

安全・安心な労働環境を整え、心も身体も
充実した生活を実現させる
自己の知見や技能を発揮して、地域活性に
貢献する

安全に配慮した作業環境を整え、誰もが安心して働くことができる
新３K（給与、休暇、希望）へのイメージ転換を積極的に推し進め、働く人の満足度
と幸福度を高める
自らの知見や経験が地域のために役立つことができる

新しい技術を積極的に取り込みながら、
自らも考えて創造・革新に関与する

ICTの活用範囲を広げ、新たな技術にも果敢に取り組む
将来の革新的な技術へと導く「開拓スピリッツ」を日々持ち続ける

防災・減災に取り組み、地域の人々の生活
基盤を陰から守る
地元の産業を守るため、地元で調達可能な
消費材やサービスは地元で賄う

消防団協力事業所として地域の消防活動を支援する
日頃から道路や河川の異常に対する感度を高め、異常時の防災対応力、機動力
を維持する

無理のない材の効果的使用、無駄のない材
の効率的使用で品質水準を適正に維持する

公共工事で使用する材料などは、予算、品質基準に見合った適正な材を選定し、
無理や無駄を徹底的に省く
工事でつくる構造物の品質に責任を持つ

排出ガス対策型の動力エンジンの積極的
導入と、省エネ努力の見える化に取り組む

エコアクション21認証取得（省エネ努力の数値化が可能）
新旧の重機入れ替え、車両入れ替えの際は、省エネ仕様のものを導入する
重機の空ぶかし、アイドリングをなくす

廃棄物の適正処理により、流末に汚せん
物質を流さない

資材ゴミ等の廃棄物は、可能な限り分別して適正処理を行う
濁水が発生する現場においては浄化排水施設（沈砂池など）や水替え施設を
設置して濁水をそのまま排出しない

多様な生物の保護に努め、豊かな森を守り
育てる

森林や緑地に捨てられたごみなどを回収して適正処分するよう努める
伐木、剪定をするときは、木々の生育環境を乱さないよう配慮して行う
小動物の生息環境を乱さないよう配慮し、必要あるときは保護する

建設業団体、その他産業振興団体、社会
貢献活動団体、あるいは個人事業者などが
掲げる社会的行動理念を理解し、協働に
よってその目的を果たす

エコアクション21認証取得により温暖化防止への取り組みを可視化する
持続可能な社会を目指すために掲げられた、団体・個人の行動理念について
よく理解し、協働してその一翼を担えるよう努力する
持続可能な社会を目指すことの経済的価値を、その団体・個人と実現していく

原田建設株式会社　SDGｓの取り組み
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１．運用期間（2021年11月〜2022年10月）の環境経営目標

2020年11月〜
2021年10月

基準値 目標削減率 目標値

kg‐CO2 15,037 -1% 14,887

電力 kWh 17,905 -1% 17,726

灯油 Ｌ 2,577 -1% 2,551

液化石油ガス kg 241 -1% 239

kg‐CO2 219,873 -1% 217,674

電力 kWh 0 -1% 0

ガソリン Ｌ 10,691 -1% 10,584

軽油 Ｌ 75,608 -1% 74,852

一般廃棄物排出量 ｔ 1.81 -1% 1.79

産業廃棄物排出量 ｔ 1,500.00 -1% 1,485.00

㎥ 724.00 -1% 716.76

％ 現状把握

建設副産物リサイクル率向上 ％ 99.7 97以上

環境配慮工事の提案 件 現状把握

ICT化による請負工事数 件 1件 現状把握

＜備考＞

１．

２．中期の環境目標

　基準年度　　　

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

2020年11月
〜

2021年10月

2021年11月
〜

2022年10月

2022年11月
〜

2023年10月

2023年11月
〜

2024年10月

2024年11月
〜

2025年10月

kg‐CO2 15,037 -1% -2% -3% -4%

電力 kWh 17,905 -1% -2% -3% -4%

灯油 Ｌ 2,577 -1% -2% -3% -4%

液化石油ガス kg 241 -1% -2% -3% -4%

kg‐CO2 219,873 -1% -2% -3% -4%

電力電力 kWh 0 -1% -2% -3% -4%

ガソリン Ｌ 10,691 -1% -2% -3% -4%

軽油 Ｌ 75,608 -1% -2% -3% -4%

一般廃棄物排出量 ｔ 1.81 -1% -2% -3% -4%

産業廃棄物排出量 ｔ 1,500.00 -1% -2% -3% -4%

㎥ 724.00 -1% -2% -3% -4%

％ － 現状把握

建設副産物リサイクル率向上 ％ 99.7

環境配慮工事の提案 件 － 現状把握

ICT化による請負工事数 件 1件 現状把握

＜備考＞
１．

２．

３．

単位
2021年11月

〜
2022年10月

項目

二酸化炭素排出量（事務所）

水道使用量

基準期間

内訳

内訳

二酸化炭素排出量（建設現場）

廃棄物

環境に配慮した自
社の取り組み

建設資材等のグリーン購入率向上

項目 単位

内訳

環境に配慮した自
社の取り組み

二酸化炭素排出量（建設現場）

内訳

二酸化炭素排出量（事務所）

Ⅳ　環境経営目標

2021年度の建設資材等のグリーン購入は、目標値設定が難しく現状把握とする。2021年度の現状把握結果を基準とし、2022年度
から数値目標を設定する。

水道使用量

2021年度の環境に配慮した自社の取り組みの環境配慮工事の提案についても、目標設定が難しく現状把握とする。2021年度の現
状把握結果を基準とし、2022年度から数値目標を設定する。

「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－2020年度実績－
2023.1.24環境省・経済産業省公表の東京電力エナジーパートナーの調整後の排出係数である0.441(kg-CO2/kWh)を使用した。

環境経営の推進

環境経営の推進

目標年度

２０２１年度の実績をもとに策定する

97以上

２０２１年度の実績をもとに策定する

２０２１年度の実績をもとに策定する

「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－2020年度実績－
2023.1.24環境省・経済産業省公表の中部電力㈱の調整後の排出係数である0.441(kg-CO2/kWh)を使用した。

建設資材等のグリーン購入率向上

廃棄物排出量
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11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

① 不使用時・休憩時の消灯の徹底

② 人感センサー等の取り付け

③ 高効率照明機器の導入（室内灯全台LED化）

① 温度設定夏28℃　冬20℃

② クールビズ、ウォームビズ

③ フィルター、室外機の定期清掃

④ ブラインドで熱の出入りを調節する

⑤ 冷暖房時の出入口は開け放しにしない

⑥ ストーブの火力調整で燃油量を節減する

⑦ ストーブ熱でお湯を沸かす

① 太陽光発電導入検討

② 冷蔵庫の強弱設定をこまめに行う

③ 消費電力の多い家電類の未使用時のパワーオフ

④ 電気ポットは水から沸かさない

① エコドライブ

② エコ整備、日常点検の実施

③ 新規購入機械・車両は省エネ型にする

④ レンタル機は排ガス対策機のものとする

⑤ 重作業後のアイドリングとエンジン停止

① 見積ソフトによるCO2把握

② 施工計画に削減計画反映と活動展開

① コピー用紙の両面使用

② 集約化購買

③ 紙出力の低減と電子記録化

④ 廃棄物の分別と、3S活動

① 廃棄物の分別化と適正処理の徹底

② 建設発生土の適正処理

③ 現場での廃棄物の分別

④ 再生材料の積極的使用

① 節水表示

② 用水の利用

① 環境ラベル対応品の購入検討

② 何回も使える物品の購入検討

③ 物品の長寿命化の工夫（損傷を防ぐ、など）

① 間伐材を使用した材料の利用検討・購入

② リサイクル材の購入検討

①
工事用材料や消耗品を常に整理整頓して
入出庫状況を把握する

② 消耗品等の無駄使いをなくす

③
仮設材料や仮設資材置き場の整頓、
種別、規格ごとに管理する

④ 資材の長寿命化を図る

① 施工計画へ取組内容の反映と実施

② 工事での環境配慮対策の実施

③ 現場の美化活動、汚損防止対策の実施

④ 工程・品質管理の徹底による手戻りの削減

環境経営の推進
ICT化による
請負工事数

原田精治 ① ICT化が可能な工種は積極的に取り入れる

削減計画
立案

原田精治

節水

購入電力
空調 原田ゆかり

その他 服部保江

ガソリン
　・
軽油

上水 原田精治

事務用品他 服部保江

建設副産物の
リサイクル

環境に配慮した
自社の取り組み

環境配慮
工事の提案

原田精治

廃棄物の
リサイクル

建設資材設備 原田精治

グリーン購入

在庫管理・
物品購入

原田精治

事務所 服部保江

Ⅴ　環境経営計画

（運用期間：2021年11月～2022年10月）

責任者 活動項目

重機、
車両

スケジュール
目標 区分 項目

原田精治

エアコン使用月は月末清掃

二酸化炭素
排出量の削減

照明 服部保江

原田精治
公共工事
50百万円
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①運用期間（2021年11月〜2022年10月）の環境経営目標の実績

目標
削減率

目標値 実績値
実績

削減率
評価

kg‐CO2 -1% 14,887 14,690 -1.3% ○

電力 kWh -1% 17,726 17,052 -3.8% ○

灯油 Ｌ -1% 2,551 2,617 2.6% ×

液化石油ガス kg -1% 239 218 -8.6% ○

kg‐CO2 -1% 217,674 184,410 -15.3% ○

電力 kWh -1% 0 0 0.0% -

ガソリン Ｌ -1% 10,584 10,389 -1.8% ○

軽油 Ｌ -1% 74,852 62,134 -17.0% ○

一般廃棄物排出量 ｔ -1% 1.79 1.81 1.2% ×

産業廃棄物排出量 ｔ -1% 1,485.00 1,018.27 -31.4% ○

㎥ -1% 716.8 726.0 1.3% ×

％ 現状把握 ○

建設副産物リサイクル
率向上

％ 97以上 99.5 ○

環境配慮工事の提案 件 現状把握 ― ―

ICT化による請負工事数 件 現状把握 2 ○

＜備考＞

１．

２． 評価：

＜評　価＞

要因

是正

要因

是正

変更なし②次年度の環境経営目標

15,037

灯油

―

724.0

－

75,608

水道使用量

建設資材等のグリーン購入率向上

二酸化炭素排出量（建設現場）

97以上

ウォームビズで防寒グッズの使用や、空気を循環させるなど今後検討したい。

２０２０年度は冬が暖冬だったため、2021年度は消費量が増えた。

219,873

一般廃棄物排出量

Ⅵ　環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の環境経営目標

1,500.00

10,691

廃棄物排出量

運用期間

2021年11月
〜

2022年10月

二酸化炭素排出量（事務所）

1.81

項目

241

0

2,577

単位

内訳

内訳

17,905

基準期間

2020年11月
〜

2021年10月

〇（達成）　×（未達成）

実績削減率＝［（実績値-目標値）/目標値］×100

環境経営の推進 1

環境に配慮した
自社の取り組み

一般廃棄物排出量を減らすことができなかった理由として、夏の熱中症対策で、
会社負担により、毎朝1人あたり2本のペットボトルや缶を携行させ、それらを外で
廃棄せず、会社に持ち帰り処分したため。

ドリンクキーパーの導入などを、現場員の意見を聞き、相談して、今後検討した
い。

基準値
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今後（次年度）の取組

評価 内容 内容

① 不使用時・休憩時の消灯の徹底 △ もっと努力が必要 継続実施

② 人感センサー等の取り付け △ 一部のみ取り付け 継続実施

③ 高効率照明機器の導入（室内灯全台LED化） ○ 80％LED化完了 継続実施

① 温度設定夏28℃　冬20℃ ○ 常に実施されている 継続実施

② クールビズ、ウォームビズ ○ 常に実施されている 継続実施

③ フィルター、室外機の定期清掃 △ 夏前に実施の予定 継続実施

④ ブラインドで熱の出入りを調節する ○ 常に実施されている 継続実施

⑤ 冷暖房時の出入口は開け放しにしない △ もっと努力が必要 継続実施

⑥ ストーブの火力調整で燃油量を節減する ○ 常に実施されている 継続実施

⑦ ストーブ熱でお湯を沸かす ○ 常に実施されている 継続実施

① 太陽光発電導入検討 － 計画再考

② 冷蔵庫の強弱設定をこまめに行う △ もっと努力が必要 継続実施

③ 消費電力の多い家電類の未使用時のパワーオフ ○ 常に実施されている 継続実施

④ 電気ポットは水から沸かさない ○ 常に実施されている 継続実施

① エコドライブ ○ 常に実施されている 継続実施

② エコ整備、日常点検の実施 ○ 常に実施されている 継続実施

③ 新規購入機械・車両は省エネ型にする ○ 常に実施されている 継続実施

④ レンタル機は排ガス対策機のものとする ○ 機種によって実施されている 継続実施

⑤ 重作業後のアイドリングとエンジン停止 △ もっと努力が必要 継続実施

① 見積ソフトによるCO2把握 △ もっと努力が必要 継続実施

② 施工計画に削減計画反映と活動展開 △ もっと努力が必要 継続実施

① コピー用紙の両面使用 ○ 常に実施されている 継続実施

② 集約化購買 △ もっと努力が必要 継続実施

③ 紙出力の低減と電子記録化 △ もっと努力が必要 継続実施

④ 廃棄物の分別と、3S活動 ○ 常に実施されている 継続実施

① 廃棄物の分別化と適正処理の徹底 ○ 常に実施されている 継続実施

② 建設発生土の適正処理 ○ 常に実施されている 継続実施

③ 現場での廃棄物の分別 ○ 常に実施されている 継続実施

④ 再生材料の積極的使用 ○ 常に実施されている 継続実施

① 節水表示 ○ 常に実施されている 継続実施

② 用水の利用 ○ 常に実施されている 継続実施

① 環境ラベル対応品の購入検討 △ もっと努力が必要 継続実施

② 何回も使える物品の購入検討 △ もっと努力が必要 継続実施

③ 物品の長寿命化の工夫（損傷を防ぐ、など） ○ 常に実施されている 継続実施

① 間伐材を使用した材料の利用検討・購入 ○ 条件に合致する物は実施されている 継続実施

② リサイクル材の購入検討 ○ 条件に合致する物は実施されている 継続実施

①
工事用材料や消耗品を常に整理整頓して
入出庫状況を把握する

○ 常に実施されている 継続実施

② 消耗品等の無駄使いをなくす ○ 常に実施されている 継続実施

③
仮設材料や仮設資材置き場の整頓、種別、
規格ごとに管理する

○ 常に実施されている 継続実施

④ 資材の長寿命化を図る ○ 常に実施されている 継続実施

① 施工計画へ取組内容の反映と実施 ○ 常に実施されている 継続実施

② 工事での環境配慮対策の実施 ○ 常に実施されている 継続実施

③ 現場の美化活動、汚損防止対策の実施 ○ 常に実施されている 継続実施

④ 工程・品質管理の徹底による手戻りの削減 △ もっと努力が必要 継続実施

環境経営の推進
ICT化による
請負工事数

原田精治 ① ICT化が可能な工種は積極的に取り入れる ○ 常に実施されている 継続実施

＜備考＞

１．評価判定：○（良くできた）　　△（まあまあできた）　　×（できなかった）　　-（実施が見送られた）

Ⅶ　環境経営計画の取組結果とその評価，及び次年度の環境経営計画

評　価
区分 項目

（運用期間：2021年11月～2022年10月）

目的 責任者

二酸化炭素排出量の削減

廃棄物排出量のリサイクル

水道使用量 上水

購入電力

ガソリン
　・
軽油

公共工事
50百万円

事務所

建設副産物の
リサイクル

活動項目

照明 服部保江

原田ゆかり

その他 服部保江

重機、車両 原田精治

削減計画
立案

空調

原田精治

服部保江

原田精治

原田精治

服部保江

環境に配慮した
自社の取り組み

グリーン購入

原田精治

事務用品他

環境配慮工事
の提案

原田精治

原田精治

建設資材設備

在庫管理・
物品購入
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◆社内注意書きで社員とお客様にも意識づけ◆

◆ごみの分別で処理時のCO2削減◆

◆経営資源の投入（LEDへ変更）◆

Ⅷ　 当社の取組み
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◆環境に配慮した重機◆

◆地域との融合◆

道路除草作業 
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１． 環境関連法規の遵守状況
　当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

評価日　2023年4月15日
評価者　環境管理責任者　原田精治

条項 適用内容または規制基準値 備考 遵守評価

第6条の2第6項 一般廃棄物の収集運搬業者への委託処理 市条例の収集・処理基準の遵守 ○

第12条第1項 産業廃棄物の適正保管
・保管基準の遵守、保管場所の表示（60cm×60cm　以上掲示）
・廃棄物の悪臭・飛散防止

○

第12条第5項 産業廃棄物の委託処理 収集運搬及び処分許可業者への委託 ○

第12条第6項 運搬又は処分を委託する場合の処理基準の遵守 処理業者と契約契約書の締結 ○

第12条の2 特別管理廃棄物の適正処理 ○

第12条の3第１項 マニフェストの交付 Jwnetによる ○

第12条の3第2項 マニフェストの保管 Jwnetによる　（Ａ票、5年間保管） ○

第12条の3第3項 収集・運搬業者の管理票交付者へのマニフェスト返却 Jwnetによる　（B1票の90日以内の送付等） ○

第12条の3第6項 マニフェストの保管 Jwnetによる　（B2、D、E票の5年間保管） ○

第12条の3第7項 マニフェスト交付状況の知事報告 Jwnetによる（6/30までに報告書提出） ○

第12条の3第8項 管理票写しの送付がない時の適切な措置の実施
Jwnetによる（運搬又は処分業者からのＢ2（90日以内）,D,E票（180日以内）
の期間内返却）

○

第14条第1項 産業廃棄物の収集運搬業の許可 県知事の許可 該当なし

第14条第12項 産業廃棄物処理基準の遵守 産業廃棄物収集運搬業者 該当なし

第14条の2 産業廃棄物の収集運搬業の許可等変更 県知事の許可 該当なし

水俣条約 水銀含有廃棄物の適正処理 隔離、表示、破損対策、許可業者への引き渡し ○

第5条 建設業者の責務 分別の励行、リサイクルの推進
○

第9条 対象建設工事受注者又は自主施工者の分別解体等の実施 解体工事-床面積合計80㎡以上
新築・増築工事-床面積合計500㎡以上
その他の工作物に関する工事（土木工事等－請負代金額500万円以上）

○

第10条 対象建設工事の発注者又は自主施工者の対象工事の届出 発注者に工事計画等を説明し工事着手7日前までに市長に届出書を提出
○

第12条 対象建設工事受注者の発注者への届出事項の説明
○

第16条 対象建設工事受注者の再資源化等の実施
○

第18条 対象建設工事の元請業者による発注者への特定建設資材廃棄物の再資源化工事等の
完了報告

発注者への完了報告
○

第39条 下請負人に対する適正処理の指導
○

第14条 特定建設作業の実施の届出 バックホウ（原動機定格出力80KW以上）を使用する作業 該当なし

第15条 特定施設の届出改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守（指定地域・時間帯規制） 該当なし

第14条 特定建設作業の実施の届出 くい打機 該当なし

第15条 特定施設の届出改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守（指定地域・時間帯規制） 該当なし

第10条 浄化槽の保守点検及び清掃に実施 保守点検及び定期清掃の実施 ○

第10条の2 浄化槽の使用開始報告書の提出 使用開始から30日以内に県知事へ提出 該当なし

第11条 指定検査機関による水質に関する検査の実施 法定検査の実施（１回／年） ○

家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法） 第6条 特定家庭用機器廃棄物の収集・運搬をする者等への適切な引き渡し、料金の支払 指定家電（テレビ・冷蔵庫他）廃棄時のサイクル料金の支払 ○

第8条 使用済自動車の引渡義務

第73条 使用済自動車の引き取り業者への引き渡し リサイクル料金の支払（廃車時）

第16条

冷凍空調機器：全ての第一種特定機器が対象
①自身での「簡易点検(３ヶ月に１回以上)」実施
電動機定格出力に応じ有資格者による「定期点検」
②空調機（50kW以上）１年に１回以上
③空調機（7.5kW～50kW未満）３年に１回以上
④冷凍冷蔵機器（7.5kW以上）１年に１回以上

①企業・法人の管理者が確認

②、③、④
　有資格者による定期点検実施

該当なし

第41条
第1種特定製品廃棄等実施者の引渡義務
点検の実施

製品管理者のフロン類回収業者へのフロン類の引き渡し義務
簡易点検の実施（３ヶ月に１度）

該当なし

重機、エアコンの簡易点検の実施 ○

第3条の１ 静岡県知事に対する特定建設業の許可の申請 ○

第26条第１項 主任技術者の設置 ○

第26条第2項 監理技術者の設置 ○

省エネ法（エネルギーの使用の合理化に関する法律） 第4条 エネルギー使用量の合計が1,500Ｌ／年以上の事業者は届出 エネルギー使用量（原油換算値）の把握 該当なし

宅地造成等規制法 第9条 技術的基準等 災害防止の措置 ○

第71条 騒音に係る特定建設作業の実施の届出（工事開始7日前） 鉄骨及び橋りょうの組み立て作業 該当なし

第72条 改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守 該当なし

第88条 振動に係る特定建設作業の実施の届出（工事開始7日前） くい打機（振動規制法の特定建設作業に準ずる） 該当なし

第89条 改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守 該当なし

第8条 産業廃棄物管理責任者の設置 ○

第10条 委託先の実地確認と記録の保存 現地確認記録の保管 ○

静岡県盛土等の規制に関する条例 第5条 土砂等を発生させる者の責務 土砂等の量を抑制、有効な利用の促進を適正に処理 ○

第3条 廃棄物の排出抑制、分別、減量等の市の施策への協力 ○

第5条 多量廃棄物の排出時の届け出 土地又は建物の占有者 ○

第3条 普通河川での禁止行為 該当なし

第4条 普通河川の占有行為等の許可 該当なし

第3条 不法投棄の禁止 ○

第4条 資材、土砂、廃材等の所有者又は管理者の義務 ○

環境基本法 第8条 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 ○

地球温暖化対策推進法 第5条 自主努力義務、行政への協力（温室効果ガス抑制措置） EA21の取組 ○

循環型社会形成推進基本法 第11条 廃棄物の３R及び適正処理の推進 廃棄物の分別、行政への協力（廃棄物等の内、有用な物の循環的な利用を促進） ○

リサイクル法（資源の有効な利用の促進に関する法律） 第4条 指定再資源化製品のリサイクルへの協力（適正廃棄） パソコン、小型二次電池等の廃棄時 ○

グリーン購入法（国等による環境物品等の調達の
推進等に関する法律）

第5条 事業者の責務（国等の施策への協力等） 物品の購入、借り受け等する場合の環境物品等の選択 ○

静岡県条例 静岡県地球温暖化防止条例 第4条 事業者の責務(温室効果ガス排出の抑制、県の施策への協力） ○

２． 違反、訴訟等の有無
関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟や苦情は過去３年間ありませんでした。

責務
・

努力

法令

伊豆市条例

○

フロン排出抑制法（フロン類の使用の合理化及び管理の
適正化に関する法律）

建設業法

静岡県生活環境の保全等に関する条例

伊豆市廃棄物の処理及び清掃等に関する条例

静岡県条例

静岡県産業廃棄物の適正な処理に関する条例

Ⅸ　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟などの有無

法規・条例・規制

建設リサイクル法（建設工事に係る資材の再資源化等に
関する法律）

騒音規制法

振動規制法

廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）

法律

義務
浄化槽法

自動車リサイクル法（使用済自動車の再資源化等に
関する法律）

伊豆市普通河川条例

伊豆市生活環境保全条例
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作成　 2023年4月15日

確認

1 □

2 □

3 □

4 □

5 □ 特に問題ありませんでした。

6 □

7 □

8 □

原田建設株式会社

代表取締役　　原田　精治

変更の
必要性

1 有 ・ 無

2 有 ・ 無

3 有 ・ 無

4 有 ・ 無

5 有 ・ 無

6 有 ・ 無

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

見直し項目 「有」の場合の指示事項等

その他のシステム要素

環境経営方針

その他（外部への対応）

環境経営目標

実施体制

Ⅹ　代表者による全体の評価と見直し・指示

2023年4月15日

１
・
見
直
し
関
連
情
報

項    目 ：（必要に応じて評価・コメント記載）

エコアクション21文書 記録・文書として作成しました。

環境経営目標及び目標達成状況 灯油は未達成

環境経営計画及び取り組み実施状況 取り組み内容を継続して実施します。

環境関連法規要求一覧及び遵守状況

取引先、業界、関係行政機関、その他の外
部動向

継続して取り組みます。

記録に記載いたしました。

外部コミュニケーション・対応記録

問題点の是正・予防措置の実施状況 3件の目標未達成があり、是正・予防措置を実施済みです。

環境経営計画

その他（                                 ）

　伝統的に再利用可能物品に対する使用頻度は高く、継続してより一層のリサイクル化を維持していく。
　油脂燃料の使用削減は、その年の工事量、気温変動で変わるので、燃料使用量が上下する事は、屋外
産業の特徴であるため、一概に目的達成度は計れないが、使用する機械の特徴で、最低限のアイドリング
が必要な機種が存在するため、今後、その機種をなるべくアイドリングの必要としない、または、アイドリン
グが少なくできる機種への変更を、可能な限り、実施していく。
　以上の事項より、年々、環境経営の数値は改善されていくと、予想している。

✔ 

✔ 

 
 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 
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